

























とが示唆される。＜方法＞対象は健常若年者 30 名（平均 20.5 歳）、健常高齢者 41 名
（前期高齢群 22名（66.0歳）、後期高齢群 19名（73.9歳））、AD患者 14名（78.6歳）。
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「ライオン」の場合）。１．taxonomic category 語：「動物」など、２．entity property 
語：「たてがみ」など、３．situational property 語：「サバンナ」など、４．introspective 
property 語：「怖い」など、５．その他。＜結果＞AD群の平均産生語数は若年群・高
齢群に比べ有意に少なかった。産生語の分布は４群間で有意な偏りを認め、後期高齢群
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論文審査結果の要旨 
 
 本論文は、健常高齢者およびアルツハイマー病（AD）を伴う高齢者における語彙・
意味の機能について、実験的手法を用いて検討した研究をまとめたものである。言語・
コミュニケーション活動においては、語彙・意味間の記号化・復号化がその中核の機能
であるが、ADの語彙・意味機能については、正常加齢との異同も含めて一致した結論
が得られていない。 
 本論文では、まずプライミング課題を用いて、高齢者と AD患者の語彙・意味機能に
ついて検討している。プライミング効果（PE）とは、先行刺激（プライム）によって
後続刺激（ターゲット）の処理が促進または抑制される作用である。意味的 PEが確認
されれば、プライムとターゲットに対応する語彙・意味ネットワークが存在・機能して
いることが示唆される。健常若年群、健常の前期高齢群と後期高齢群、AD群に、プラ
イム－ターゲット間の意味的関連性を統制したプライミング課題を実施した。その結果、
若年群と前期高齢群、後期高齢群では、すべての意味的プライム条件で PE を認めた。
一方 AD群は、どの意味的プライム条件でも有意な PEを認めず、個人間の差異が極め
て大きかった。次に、反応の自由度のより高い feature listing（FL）課題を用いて、高
齢者と AD患者の語彙・意味機能について検討している。FL課題とは、基準語に対し
て連想する単語の列挙を求め、産生語数やその分布から被検者の対象項目に対する語
彙・意味ネットワーク構造を探る方法である。上記と同様の４群に、FL 課題を実施し
た。その結果、若年群、前期高齢群、後期高齢群に比べ AD群の産生語数は有意に少な
かった。また、産生語の中で経験的・感情的な語が占める比率が、後期高齢群と特に
AD群で他群よりも有意に多かった。総合考察では、上記の実験結果から示されること
について述べている。すなわち、①語彙・意味機能は加齢や ADによる影響を受け変容
する、②特に ADでは早期であっても明らかな問題を示す、③ADでは失われる意味属
性と保存される意味属性が混在したり、自身の経験や感情の比重がより高くなるなどの
多様な障害像を示している可能性がある。加えて、認知症者の語彙・意味障害に介入す
る意義について述べている。 
 以上の結果より、本論文の成果は、学術上・実際上ともに保健福祉学分野の発展に寄
与するところが少なくない。よって、本論文は博士（保健福祉学）の学位論文として価
値あるものと認める。 
 
 
